
スマートフォン・携帯
電話使用のルールづく
りを

不安、反対意見を押し切っ
て駅前複合施設や場外馬
券場を進めていくことは、
本市にとって最大のデメ
リットになるのでは

各種関係団体と協力し
情報交換を行う市民の皆様に十分な説明

をし、その中で方向性を
決めていく

状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長　

他
校
で
も
児
童
・
生
徒
が
話

し
合
い
、
保
護
者
と
一
緒
に
考
え
て
実

践
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
校
長
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
協
力
し
生
徒
会
執
行

部
を
交
え
て
各
校
の
取
り
組
み
の
情
報

交
換
を
行
う
。

し
て
い
た
過
疎
計
画
な
ど
と
は
異
な
り
、

自
分
た
ち
で
つ
く
る
計
画
、
市
の
方
向

性
に
か
か
わ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
地

域
の
大
勢
の
人
の
意
見
を
吸
い
上
げ
た

い
。学

校
の
統
合
再
編
に
つ
い
て

内
田　

平
成
28
年
度
か
ら
西
山
小
学

校
は
新
見
市
の
野
馳
小
学
校
に
編
入
さ

れ
る
。
備
中
中
学
校
の
生
徒
数
は
今
後

減
少
し
て
い
く
が
、
旧
川
上
郡
の
中
学

校
3
校
の
統
合
再
編
に
つ
い
て
は
方
向

性
を
も
っ
て
早
急
な
対
応
が
必
要
で
は

な
い
か
。

教
育
長　

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は

一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
念
頭
に
置
い
て
進

め
て
き
た
。
手
順
を
追
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
来
年
度
か
ら
、
教
育
委

員
会
が
指
導
性
を
持
っ
て
、
当
該
地
域

で
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
使
用

に
つ
い
て

長
江　

県
教
育
委
員
会
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
を
午
後
9
時
以
降

保
護
者
に
預
け
る
こ
と
を
柱
と
し
た
ル

ー
ル
を
設
け
て
い
る
が
、
本
市
は
ど
の

よ
う
に
周
知
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

統
一
ル
ー
ル
を
指
示
し
た
。

①
親
が
午
後
9
時
以
降
預
か
る
。
②
ゲ

ー
ム
も
午
後
9
時
以
降
預
か
る
。
③
学

校
で
考
え
る
場
を
設
け
る
。

長
江　

本
市
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
件
数
は

ど
う
か
。

教
育
長　

小
学
校
2
件
、
中
学
校
1
件

で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
正
し
く

使
え
ば
便
利
で
効
果
が
大
き
い
。
外
部

講
師
の
導
入
等
正
し
い
使
い
方
を
指
導

す
る
。

長
江　

子
ど
も
た
ち
が
自
主
性
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
。
成
羽
中

学
校
で
は
取
り
組
ん
で
い
る
が
他
校
の

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
方
版
総
合

戦
略
に
つ
い
て

内
田　

昨
年
11
月
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
が
制
定
さ
れ
、
地
方
自
治

体
は
、
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
方
総

合
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
市
は
こ
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
取
り
組
み
を
す
る
の
か
。

政
策
監　

本
年
1
月
「
総
合
戦
略
本
部
」

を
設
置
し
た
。
全
庁
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
、
事
務
局
体
制
を
強
化
し
た
い
。

9
月
を
目
途
に
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
。

内
田　

地
方
創
生
を
図
る
た
め
の
有
効

な
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て

は
各
分
野
、
各
関
係
者
か
ら
の
意
見
、

提
案
を
集
約
し
て
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

特
に
農
業
分
野
に
お
け
る
戦
略
は
重
要

と
考
え
る
。

市
長　

こ
れ
ま
で
国
が
全
て
指
針
を
示

●小・中学生のスマートフォン、
携帯電話使用について

●市営住宅について 

●高梁市と総社市で締結した包
括連携協定について

●地方人口ビジョンと地方版総
合戦略について

●学校の統合再編について

長江和幸

内田大治

「ゆ・ら・ら」売却に
よる財政面への影響
は

福祉等に利益を充て
ていきたい

を
入
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

市
民
の
満
足
度
を
上
げ
ら
れ
る
の
か
、

職
員
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

大
森　
「
住
民
（
顧
客
）
の
創
造
」
と
い

う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）
が
市
長
と
職

員
の
間
で
共
有
で
き
て
い
る
の
か
。

市
長　

共
有
で
き
て
い
る
。
最
終
の
結

果
責
任
は
私
に
あ
る
。

創
造
都
市
高
梁
へ
の
潜
在
的
可
能
性

と
旧
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
跡
地
利
用
に

つ
い
て

大
森　

場
外
馬
券
場
で
は
地
域
の
発
展

性
、
生
産
性
は
限
定
さ
れ
、
も
っ
た
い
な

い
。施
設
は
サ
ン
ク
コ
ス
ト（
埋
没
費
用
）。

農
業
、
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
他
の
自
治

体
と
差
別
化
を
図
り
な
が
ら
「
比
較
優
位

性
」「
場
所
性
」
を
生
か
し
た
再
生
を
。

市
長　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
経
過
の
中

で
の
苦
渋
の
決
断
だ
。

政
策
監　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
位
置
に

建
設
す
る
こ
と
は
理
解
い
た
だ
い
て
い

る
と
考
え
る
。

川
上　

Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
議
会
と
十
分
な
協
議
を
す
る
気
が
あ

る
の
か
。

政
策
監　

当
然
、
議
会
と
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

川
上　

県
道
新
見
川
上
線
に
つ
い
て
高

梁
市
分
の
改
良
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ

か
。
新
見
市
分
は
ほ
と
ん
ど
改
良
が
進

ん
で
い
る
。
県
の
情
報
を
持
っ
て
い
れ

ば
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

産
業
経
済
部
長　

西
部
総
合
開
発
基
幹

道
と
し
て
現
在
協
議
さ
れ
て
い
る
。
未

改
良
部
分
は
ほ
と
ん
ど
高
梁
市
分
で
6

カ
所
、延
長
４
７
５
０
ｍ
で
あ
る
。
ま
た
、

道
路
防
災
事
業
と
し
て
7
カ
所
が
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

「
公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
公
共
経
営
と

自
治
体
の
労
働
生
産
性
に
つ
い
て

大
森　

限
ら
れ
た
財
政
、
人
材
の
中
で
、

施
策
の
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
）
や
地
域

資
源
を
生
か
し
た
本
市
の
持
続
可
能
性

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
長
の

公
共
経
営
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長　

行
政
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
重

点
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
た

運
営
を
し
て
い
く
。

大
森　

公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

「
住
民
（
顧
客
）
の
創
造
」
と
は
、
市
長

の
し
た
い
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か

を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
自

治
体
職
員
の
労
働
生
産
性
、
効
率
性
が

重
要
で
あ
る
と
思
う
が
考
え
を
聞
く
。

市
長　

多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
に
、
職
員
の
人
材
育
成
に
も
力

川
上　

議
会
の
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
検
討

協
議
会
か
ら
の
提
案
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

市
長　

提
言
書
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

当
時
は
あ
の
施
設
を
何
と
か
生
か
そ
う

と
方
策
を
検
討
し
た
。

川
上　
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
売
却
に
よ
る
財

政
面
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

政
策
監　

今
後
、
財
政
面
で
は
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
売
却
利
益

や
借
地
料
、
入
湯
税
、
雇
用
の
発
生
、

特
産
品
販
売
等
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
生

ま
れ
て
く
る
。
福
祉
等
に
利
益
を
充
て

て
い
き
た
い
。

川
上　

複
合
施
設
の
建
設
は
決
定
と
理

解
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
議
会
の
理

解
が
ど
こ
ま
で
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え

る
の
か
。

●公共マネジメント「これから
の行政、公務員に求められる
資質」とは

●高梁市の地方創生の基本的
方向性とその戦略について

●創造都市高梁へ向けての潜
在的可能性と旧「ゆ・ら・ら」
の活用について

●旧朝霧温泉「ゆ・ら・ら」に
ついて

●駅前複合施設について
●県道新見川上線について

大森一生

川上修一

「まち・ひと・しごと
創生法」本市の取り組
みは？

市の方向性に関わるこ
とであり、体制を強化
して策定する

高梁中学校運動会
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